
 

1 日目 2017(平成 29）年 12 月 29 日（金）くもり ときどき 小雪 

    ●メンバー （8名） 

ゴンドラ始発に合わせ、栂池高原スキー場から天狗原まで往復 上部を１回登り

返して滑降。上部は強風のため、白馬乗鞍往復は中止した。 

下山時、早大小屋周辺でビーコンを雪面に埋めて、捜索ミニトレを実施した。  

１ｍ以内に特定できるも、その後発見までに２分近くかかり、この辺が今後の反

省点となると考えられる。１３時頃にゲレンデに戻る。 

 

 

２日目 2017(平成 29）年 12 月 30 日（土）晴 稜線上は強風、ゲレンデ下部は風なし 

●メンバー （8名） 

スキー場営業開始と同時に、白馬４７スキー場からゴンドラとリフトで地蔵の頭

を目指すが、最上部のラインＥリフトが強風のため運休中であり、当初計画の小

遠見岳・村尾根・平川林道滑降は中止し、各自、ゲレンデ内の自由行動となった。

その後、アルプス平ゲレンデでは無風状態であったため、１５時頃に地蔵の頭ま

でシールを付けて上がるが、地蔵の頭以降の稜線は、強風が続いており、シール

を着脱時に飛ばされそうな強風であった。 

 

 

３日目 2017(平成 29）年 12 月 31 日（日）くもり時々小雪 風は弱い 

●メンバー （４名） 

●予定コース 栂池高原・栂の森ゲレンデ上部～天狗原～親沢～（シール登り） 

～黒川沢～白馬乗鞍温泉スキー場 

 

①7:30 車２台が白馬乗鞍温泉スキー場で集合し、１台をこの場にデポし、もう１台で栂

池高原スキー場の駐車場に向かった。 

②8:00発 栂池高原スキー場ゴンドラ山麓駅よりゴンドラと栂の森ゲレンデリフトを利用。 

③8:45 発 林道入口 シール装着 天狗原までしっかりしたトレレース有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④10:35 着 10:50 発 天狗原（2160ｍ） シールを外し、親沢を目指し滑降開始。 

この先、白馬乗鞍温泉スキー場までトレース無し。 

雪質は密度の高い新雪で快適であるが、ところどころ大きな穴開いており、それを避け

る様に谷芯より高い位置をトラバースして滑った。 

前回と比べ、リーダーは斜度などに違和感があったとのことであったが、高度と谷の割

れを気にしながら進んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤11:20 着 11:40 発 約 1750m 地点で小休憩し、現在位置の再確認をした。結果、親沢で

はなく、山の神尾根よりも北側の唐松沢に誤侵入していることが判明。全員で協議し、

エントリーした天狗沢に登り返すのではく、山の神尾根まで登り返し、山の神尾根コー

スで白馬乗鞍温泉スキー場に向かうこととした。なお、山の神尾根に到着直前に、携帯

電話で留守宅本部にコースを間違い別ルートで下山していることを報告した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥13:20 山の神尾根稜線に到着するも、シールを付けたまま、下りラッセル含め、シール

を付けて尾根沿いに下降した。 

⑦13:45 着 14:00 発 1930 地点 稜線の下は平地であるが２ｍ程度の段差があり、この段

差を縮めようと踏み固めていたところ、足元の雪庇が崩壊し、１名が雪庇ごと落ちたが、

無事であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場でシールを外し、進行方向を 90 度東側に変更し、滑降開始。そこそこの雪質で

あったが、精神的に楽しめない状態であった。標高を下げるにつれ、だんだん、雪質も

重く悪くなってきた。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧スキー場最上部リフトを利用したコース外のトレースと合流し、黒川沢沿いに下降し、

堰堤をくぐり抜け、林道経由で乗鞍温泉スキー場に合流して、下山を完了した（15:30）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨デポしていた車を利用して、栂池スキー場の駐車場に戻り、神戸に向け出発。 

 

●反省点 

親沢ではなく、唐松沢に誤侵入した原因は、エントリーポイント及び進行方位がずれて

いたためであるが、その原因として下記のことがあげられる。 

反省すべき点として、下記を会員全員に共有したい。 

① エントリーポイントを確認せずに沢に入った。 

② ＧＰＳの画面を低縮尺に表示していたため、標高だけは確認できていたが、別の沢の誤

侵入していることまで気づいていなかった。結果として、小休憩の際、誤侵入に気づく

まで、ＧＰＳ及び地形図上での現在位置の確認や、コンパスを使った進行方向の方位確

認をしていなかったことになる。 

③ あらかじめＧＰＳに親沢ルートのウエイポイントを入れていたが、この機能が有効に活

用できていなかった。 

④ リーダ以外の入山前のルート研究が不十分であった。 

 

⑤ 山行には、直接的な影響はなかったが、山行途中で、ソールの一部が突然剥がれかけて

しまった。新品の使用後４日目の出来事。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考情報）３日間コースヴィラ八方宿泊組 経費 

 

ガソリン代・高速料金・池淵車借用費（40000 円／4人） 10000 円 

リフト代 １日目 1600 円、1500 円、３日目 1600 円 

宿泊費 ２泊素泊まり 7000 円 (4 名１室) 

他食費、入浴料、２日目の半日または１日リフト券（任意）等 

 

 

 


